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1 シカの被害によって草地化(カヤ場)した林地を復元する技術を解明し、併せて

事業化に即した、効率的なシカ食害防除対策技術を開発する。

2.シカ被害の予想される箇所の更新技術の確立。

開 発 期 間 平成9年度～平成24年度
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照度・被圧調査

防除資材の耐久調査
工程。経費調査

補植の検討・実施
カヤ消長調査
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実施報告欄には、当該年度の開発成果を記入する。
必要に応じ、別途報告書及び写真等を添付すること。
備考欄には、開発成果の評価等について記入する。
実施計画欄には、試験方法・作業名。必要経費等について、具体的に記入する。
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様式 3

技術開発幸器― 完了報告
九州森林管理局宮崎森林管理署都城支署

題課 シカ被害に対応 した更新技術等の開発 開発期間 平成 10年度～平成 16年 度
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②植栽 :普通苗 (ネ ットなし箇所 )

③植栽 :山 引き苗 (ネ ットなし箇所 )

【竹筒処理】

10cm

-

参 考

樹種名 業毅植栽薦黒集夢 貢惣需戸 枯場率
ス ギ 100 24 77 76
ヒノキ 200 32 102 84
センダン 130 72 199 45
ユ リノキ 100 54 210 46
クス ノキ 130 32 103 75

タブノキ 130 0 100

樹種名 竹筒処理 発生本数 残存本数

アカマツ
す る 6 0

しない 10 0

セ ンダン
す る 95 10

しない 192

クス ノキ
す る 0

しない 1 0

ヤブニ ッケイ
す る 0 0

しない 0 0
樹種名 業製植栽薦暮栞蒙 枯場率
センダン 20 2 90
ユ リノキ 20 0 100
クス ノキ 20 0 100
タブノキ 20 0 100
アカマツ 20 0 100
ニオイヒバ 20 0 100
カナクギ ノキ 20 0 100
ヤブニ ッケィ 20 0 100

樹種名 竹筒処理 発生本数 残存本数

アカ マ ツ
す る 13 0

しない 6 0

センダン
す る 155 12

しない 260 34

クス ノキ
す る 0 0

しない 0 0

ヤブニ ッケイ
す る 0 0

しない 0 0
樹種名 業毅岬栽薦尋栞豪 枯楊率
アカマ ツ 20 1 95
ユズ リハ 20 3 85
カナクギ ノキ 20 0 100
クス ノキ 20 0 100
タブノキ 20 0 100
ヤ ブニ ッケ ィ 20 0 100
ヤ ブッバキ 20 0 100

6cln埋 め込 む
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シカ被害に対応した更新技術等の開発中間まとめ
目  的
シカの食害によつて草地化 (カヤ場)した林地を復元する技術を解明し、併せて事業化
に即した効率的な食害防除対策技術を開発する。

開発期間
平成 10年度～平成24年度

実施場所

西諸事務所管内

試験地の設定
1.植栽試験
①ネット設置箇所

【残存率】タブノキ0%、 ヒノキ 150/o、 スギ、クスノキ25%、 センダン、ユリノ
キ55%

②-1ネ ット無し箇所 (普通苗)
【残存率】センダン20%の外は、ユリノキ、クスノキ、タブノキ、アカマツ、ニオ

イヒバ、カチクギノキ、ヤブニッケイすべて0%
②-2ネ ット無し箇所 (山引苗)
【残存率】アカマツ、ユズリハ、カナクギノキ、クスノキ、タブノキ、ヤブニッケイ、

ヤブツバキのフ樹種各 20本植栽。その内の残存本数は、アカマツ1本、
ユズリハ 3本のみで外は0%    ~

2.直播き試験 Ⅲ"・ アカマツtセンダン、クスノキ、ヤブニッケイの 4種を播種
①ネット設置箇所
残存はセンダンのみ。ヤブニッヶィは発芽 0、 アカマツ、クスノキの発芽は1～ 10本

竹筒措置・・ ‐発芽本数95本中残存は 10本
竹筒無し・ 菫・発芽本数 192本中残存は 11本'②ネット無し箇所

残存はセンダンのみ。ヤブニッヶィは発芽 0、 アカマツ、クスノキの発芽は2～ 13本

竹筒措置 Ⅲ Ⅲ Ⅲ発芽本数 155本中残存は 12本
竹筒無し・ 菫・発芽本数260本中残存は34本

試験結果
1´.直播き試験について
①発芽状況が比較的良かった樹種は、センダンのみ。
②ヤブニッケイの発芽は、確認出来ていない。
③竹筒処理の比較は、竹筒無しの方が発芽率が良かつたが、結論付けるまで至つていない。
④センダンを含む各樹種の発芽後の消長|ま、ススキの被圧によるものと推測出来る。
2_植栽試験について
①ネット設置及びネットなし箇所の結果から、センダンはシカ食害に一定程度効果有り。
②ネット設置箇所では、スギ・ヒノキについては少量残存するもののシカ食害 (ウサギの

食害も)を受けて効果なし。クスノキ、タブノキは一定程度効果有り。
③普通苗と山引き苗の比較においては、差は認められなかった。
3.シカネットの比較試験
①シカとおせんぼは、至る所で網の下部を破られ効果はない。
②ステンレス入りLSネ ットは、一定程度効果があるが、傾斜地においては傾斜上部から
は飛び越えやすいと推測される。 (LSネ ット設置箇所でもシカの侵入跡を確認)
4.有用広葉樹の侵入状況
①ネット設置播種区においては、シロダモ、サザンカ、クロキ、シラカシ、イタジイ、タ
ブノキ、サンゴジュ等の有用広葉樹の侵入が確認された。

[彊L進喜躍ξ記ヒt健至試男霞暫冨顧ギ|ま :髭塀影ヨ露に標f夏露層斗資勢多i54湾緊省Fソ Lマ
ツ、カナクギノキ以外の侵入は確認出来なかった。

5。 その他

南九州においては、皆伐後の植生の侵入はススキが極めて旺盛である事も要因の一つ。



◎ 時期別試験項目
○ 平成 10年 4月
1.植栽試験   95は 2林小班  0。 45ha

(1)シ カとおせんぼネット設置  0。 40ha
植栽樹種 :ス ギ,ヒ ノキ,セ ンダン,ユ リノキ,ク スノキ,タ ブノキ 計
植栽本数 :100  200   130   100   130   130   790本
(2)ネ ットなし        0.05ha
A.普通苗植栽試験
植栽樹種 :センタ

゛
ン,ユリノキ,クスノキ,タフ

゛
ノキ,アカマツ,こオイリド,カナクキ

゛
ノキ,ヤフニ゙ッケイ 計

植栽本数 : 10  10 10 10  10 10  10   10   80
B.山引苗植栽試験
植栽樹種 :アカマツ,ユスリ 1,カナクキ

゛
ノキ,クスノキ,タフ

゛
ノキ,ヤフニ゙ッケイタヤフ

゛
ツハ
゛
キ   計

植栽本数 : 10 10  10   10 10  10   10     70

2.直播き試験  96い 林小班   0.3ha
(1)A.地 がきした後に直播き (ネ ツト設置)。 ・・ 0.lha  282穴

樹種 :アカマツ,カナクキ
゛
ノキ,クスノキ,タフ

゛
ノキ,ヤフニ゙ッケイ,センタ

゛
ン,ニオイヒ

'ヽ

゛
,ネス)コ

B.地がきした後に直播き (ネ ットなし)・ ・・ 0.lha  282穴
樹種 :上に同じ

(2)竹筒内に直播き   … '0。 lha  282穴
樹種 :上に同じ

○ 平成 10年 6月

1.植栽試験 (ネ ットなし)   95は 2林小班  0.05ha
(1)普通苗植栽試験  ・・・ 0.025ha`植
栽樹種 :センタ

゛
ン,ユリ/1,クスノキ,タフ

゛
ノキ,アカマツ,ユオイむド,カナクキ

゛
ノキ,ヤフニ゙ッケイ  計

植栽本数 : 10  10 10 10  10 10  10   10   80本
(2)山引苗植栽試験 ・・ '0.025ha
植栽樹種 :アカマツ,ユス

゛
リハ,カナクキ
゛
ノキ,クスノキ,タフ

゛
ノキ,ヤフニ゙ッケイ,ヤフ

゛
ツハ
゛
キ    計

植栽本数 : 10 10  10   10 10  10   10     70本

○ 平成 10年 10月

1.天然下種更新試験   96い 林小班  0.20ha
(1)地がき  時期 :10年 10月 に実施

方法 :直播きの地がきに準ずる



◎ 試験地の設定・ 更新方法別

試験地

lha

◎ 経 費

ネットなし

0。 lha

普通苗植栽試験 植栽樹種 :    センタリ,ユリノキ,クスノキ,タフ゛ノキ,アカマツ,ニオイヒ,ヽ゛,カナクキ゛ノキ,ヤフ゛ニッケイ 計
0,05ha  植栽本数 :6月植分 10  10 10 10  10 10   10   10  80

4月植分 10  10 10 10  10 10   10   10  80
日+     20    20   20   20    20   20       20      20    160

山引苗植栽   樹種 :     アカマツ,ユス゛リハ,カナクキ゛ノキ,クスノキ,タフリキ,ヤフニ゙ッケイ,ヤフ゛ツハ゛キ
0,05ha 本数 :10年 6月植 10 10  10  10 10  10   10

10年 4月植 10 10  10  10 10  10   10
言1     20   20     20     20   20     20      20

地がき後に直播き(ネット設置)(0。 10haに 282穴 )時期 :10年 4月 樹種 :アカマツ,カナクキリキ,クスノキ,タフ゛ノキ,ヤフ゛ニッケイ,センタリ ‐
〃     (ネットなし)(0.10haに 282穴 )時期 :10年 4月  樹種 :上に同じ

竹筒内に直播き (0,lhaに 282穴) 時期 :10年 4月 樹種 :上に同じ

地がきの方法 :等高線沿いに幅 0. 5mで地表面の落葉等を除く程度で良い。間隔は 1.5mで 0.5mの 幅地がき。
竹筒設置の場合は地がきは不要 (筒内に落葉等を入れない)

播付け方法 :1穴内に種子を5粒程度播く。 1.5m程 度の間隔とする。
直播き後, 10年度必要により刈出を計画

時期 :10年 4月 植栽樹種 :スキ゛,ヒノキ,センタ゛ン,ユリノキ,クスノキ,タフ゛ノキ
植付本数 : 100200130 100 130 130  計 790本

時期 :10年 10月
方法 :直播きの地がき方法に準ずる。
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95千 円
71
20
30
216千 円

基職実行ということで,物件費のみ計上した。
(杭作り,設置,竹筒作り,山引苗等基職実行 )
苗本は露地物苗で試算した (ボ ツト苗では事業的に困難)

シカ被害に対応した更新技術等の開発 (小林営林署)

ネット設置
0。 4ha

(95は 2林小班)
植栽試験
0.5ha

(96い林小班)
直播き試験
0.3ha

(96い林小班 )
天然更新試験 一― 地がき (0。 2ha)
0.2ha

苗木代  (運搬費・消費税含む)
シカとおせんぼ (消費税含む)
種子代  (消費税含む)
その他  (写真代外諸々)
計「

EG-TDESK01
長方形



課完了題「シカ被害に対応 した更新技術等の開発」

都城支署

平成 10年 5月撮影
竹筒の中に直播。アカマツ、センダンは発   10数 年前に植栽したスギの生立木芽。
クスノキヤ、ブニッケイは無発芽 毎年シカの食害で生長が停止している。

植栽試験地、ネット設置箇所 遠景

センダン植栽木

クスノキ野兎食害木

タブノキ植栽木



ユリノキ植栽木 スギ植栽木

ヒノキ植栽木 シカネッ ト設置状況

植栽試験地

平成 15年撮影

ネット無し箇所  遠景



直播き試験地 ネット設置箇所  遠景

センダン植裁木 現況写真

ユリノキ植栽木 現況写真




